
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用時間 ９：００～２１：００ 

貸出期間 ２週間（貸し出し無料） 

図書・雑誌・紙芝居   １回につき３点まで 

ＤＶＤ等（視聴覚資料） １回につき１点まで 

あいホール図書コーナーでは、運転免許証などの

身分証明書をお持ちいただければ、 

その場で利用登録ができます。 

あいホール休館日は、ご利用できません。 

あいホール図書利用案内 

「台風」「地震」「洪水」などの自然災害は毎年のようにどこかの地域を襲い、災害に対する備えは大き

な社会的課題の一つです。災害発生時は平時には、見えにくい又は見ないようにしている社会の問題を

表面化させます。災害はどのようなジェンダー問題を浮き彫りにするのか、男女共同参画の視点がどう

活かされるべきなのか、今回紹介する本を参考に考えてみましょう。 

 

『ＢＩＯＣＩＴＹ ビオシティ 93 号  

特集 災害とジェンダー 2023  

誰も取り残さない社会へ』 
西上ありさ,萩原なつ子 編集アドバイザー 

ブックエンド 2023 年 

『災害女性学をつくる』 

浅野富美枝,天童睦子 編 

生活思想社 2021 年 

『災害と性暴力 

性被害をなかったことにしない、させないために。』 
Nursing Todayブックレット編集部 編 
小川たまか,長江美代子,中野宏美,原田奈穂子, 
草柳和之 著  日本看護協会出版会  2023年 

気候変動と災害とジェ

ンダーに関する論文の

紹介と、男女共同参画・

ジェンダー視点で捉え

た地域防災の現状、国内

外の取り組み、展望、地

域活動の事例、国立女性

教育会館（ヌエック）の

活動を掲載しています。 

災害時に女性が直面する問題

とその要因を明らかにし、そ

れを解決するための新しい知

識と実践方法を示していま

す。災害と女性の歴史、各地で

の取り組みと課題など、ジェ

ンダー視点で災害について考

える１冊です。 

「災害時に性暴力など起こるは

ずはない」と思っていませんか？

災害時に実際に起こった性暴力

の実態を見つめ、同じことを繰り

返させないために何かできるか

を考えさせられる 1冊です。 
『女たちが語る阪神・淡路大震災』 
  ウィメンズネット・こうべ 編 1996 年 

『東日本大震災に伴う「震災と女性」に関する調査 

聞き取り集 

「４０人の女性たちが語る東日本大震災」』 
  特定非営利活動法人イコールネット仙台 

  2013 年 

環境から地域創造を考える総合雑誌 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

あいホール 浜松市男女共同参画・文化芸術活動推進センター 

〒433-8123 浜松市中区幸 3 丁目 3 番 1 号 

TEL：053（412）0351 FAX：053（412）0377 

Mail：info@ai-hall.com    URL：https://www.ai-hall.com 

浜松駅バスターミナル 1３番乗り場 50 番  

市役所山の手医大行き「あいホール」下車徒歩 1 分 

※有料駐車場有（100 円） 

ほ
ぼ
毎
月
更
新
！ 

推し本 

新
着
図
書
は 

こ
ち
ら
か
ら 

『13 歳から考える住まいの権利 

多様な生き方を実現する「家」のはなし』 

葛西リサ 著 かもがわ出版 2022 年 

『全災害対応! 子連れ防災 BOOK 

 1223 人の被災ママパパと作りました』 
ＮＰＯ法人ママプラグ 著 

祥伝社 2019 年 

『進化するトイレ 災害とトイレ  

緊急事態に備えた対応』 
日本トイレ協会 編  柏書房 2022 年 

『論点・ジェンダー史学』 
山口みどり,弓削尚子,後藤絵美,長志珠絵, 

石川照子 編著 

ミネルヴァ書房 2023 年 

 

防災を「仕方なくやるも

の」ではなく、「安心して

笑顔で暮らすためのも

の」に変えましょう。被災

当事者の声が綴るさまざ

まな災害に対応した子連

れ防災 BOOKです。 

災害時の大きな困り事「トイ

レ」。災害時のトイレに特化し

た本です。 

「災害時のトイレ問題を学

ぶ」「災害時に国や自治体の公

的機関が準備しているトイレ

を知る」「個人として必要なト

イレを備える」ために活用で

きます。 

『増補版 3.11 後を生きる 

シングルマザーたちの体験を聞く』 

NPO 法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ 発行 

2015 年 

安心して住むことのでき

る家があることで、人は生

きていく力が生まれるの

ではないかと感じます。 

住む家を持つことが難し

い人がいることをこの本

は教えてくれています。 

私たちは「住まいの権利」

を持っています。誰もがそ

の権利を行使できるよう

にするために社会や意識

をどう変えていけばいい

のかを考えてみましょう。 


